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公益社団法人八幡薬剤師会
会　長　　星 野 正 俊
第９回八薬糖尿病研修会開催のお知らせ

平素より、本会事業にご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
今回は下記のごとく、峯崎智久先生と池永千寿子先生を講師に迎え、研修会を開催いたします。
参加されます方は4月5日までにFAX(661-1066)またはメールにてお申込み下さい。
急な欠席の場合は、当日17時までに八幡薬剤師会までご連絡下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
日　時　　平成31年4月18日（木）　19:00〜21:00
　　　　　　　場　所　　黒崎ひびしんホール　中ホール
　　　　　　　内　容　　『糖尿病の運動療法　理論編』
　　　　　　　　　　　　　　社会医療法人 製鉄記念八幡病院リハビリテーション部　池永　千寿子先生
　　　　　　　　　　　　『糖尿病と神経・腎合併症』
　　　　　　　　　　　　　　医療法人 峯崎内科クリニック　　峯崎　智久先生
会　費　　正会員（Ａ会員･B会員･賛助会員）:　無料　
他地区会員：無料　
　　　　　　　　　　　　　注意:　会員カードを持参しない場合、非会員扱いとなります。
非会員（正会員以外全て）：3,000円

                      　※研修会登録者（八幡の会員薬局勤務薬剤師で非会員）：20,000円／年
	　　単　位　　北九州糖尿病療養指導士認定講座1.5単位（受講証配布）
日本薬剤師研修センター集合研修　１単位


主　催　公益社団法人　八幡薬剤師会　、田辺三菱製薬（株）
後  援　福岡県糖尿病協会北九州地区ブロック協議会、北九州ＣＤＥの会　
要　旨
糖尿病発症後の血糖管理が不良な場合、経時的に糖尿病性神経障害と糖尿病性腎症が出現する。糖尿病性神経障害は様々な徴候を呈し、下肢の感覚障害のみならず、自立神経障害により起立性低血圧や消化器症状を呈することも多く、QOLを大きく損ねる。一方で糖尿病性腎症は透析導入の原疾患として第一位であり、その発症・伸展抑制は喫緊の課題である。典型的な糖尿病性腎症は微量アルブミン尿の出現後、尿蛋白量の増加に伴いネフローゼ症候群を呈し、最終的には急速な腎機能の低下に至る。近年、蛋白尿を呈さずに腎機能の低下を認める症例も多いことが明らかとなっており、より包括的な疾患概念として糖尿病性腎臓病が新しく提唱されている。また、新規糖尿病治療薬の大規模臨床試験の結果、それらの腎保護効果が明らかになっている。糖尿病性腎症の発症・進展抑制を目指した治療がより可能な時代となっており、本公演では最近の話題も含めて述べていく。
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